
























































































































































帰って行く天の川 渡る空も、どのあたりやら 悲しさのあまり うわの空で分からない。来年はまた逢う、仲の絶
　　





















































































七夕の後朝の歌とするのが通説である。長濱民子氏は後撰集が「個々の主題を殆ど重要視せず、何よりも時節の推移を重んじ」たと述べられ、また寺内由起子氏は「 『よまれた時節』に注意して実際の自然の推移順に歌を排列しようとした」とされ、杉谷寿郎氏も「 『後撰集』は現実の時間と行事とに従っており、実生活そのも を排列構成の基盤においているものとみられる」との卓見を述べられてい （今野氏注
13）では、このように時の推移に最大の関心を払う後






























































































































到来、七月の節気立秋から、秋風 七夕と理解しての配列であろう。 『後撰集』の場合も、前掲の二一七から二一九は立秋の詠歌であって、詞書で特定年の立秋ではなく 「秋立つ日」 （二一七）という日、 「秋 初め 今 」 （二一八） 、詞書 「秋立つ日」 の「秋風は今日より吹」いた日 、七月の節気立秋から、秋風という配列である。　
そして、七夕への展開であるが、これも、時系列に沿って、七夕数日前の牽牛の迷いの詠歌として、 「天河をこれから渡











船氏の『後撰和歌集全釈』の通釈で、 「七夕の年にいちどの逢う瀬、とは言いますまい。天の川に雲が一面に立つのを幸い、これにまぎれて渡って行き、さあ、思うぞんぶん、愛し合いましょう。 」 天空七夕で訳す一方、補説では、








































































































































































































































































































































































































































































と、織女は、はやくと今日の日暮れ 待 い ことだろうかと、一年に一度の逢瀬だからこそ、その刹那を強く希求する
『後撰和歌集』秋上部「七夕歌群」と二二六番歌・二四六番歌の解釈について
一六
織女を詠む。 「織女は疾しとはいはじ」 「 （牽牛）天河雲たちわたり、いざみだれなん」と牽牛の逢瀬希求として理解した歌と解すべきではないだろうか。　
なお、杉谷氏が、不審の一首とされる二三〇番歌と、諸本の位置不安定とされる二四四番歌についても、少し触れておこ




































































昭和四三年一月） 。杉谷寿郎氏『後撰和歌集研究 （笠間書院、平成三年三月） 。
（
15）高橋正治校注・訳 新編日本古典文学全集』
12、小学館、一九九四・一二、 二六一頁。
（
16）田坂憲二氏「織女は立秋から牽牛を待つのか―『古今和歌集』七夕歌暼見」 『香椎潟』四六平成十二 一二月、二二頁。
（
17）山岸徳平編八代集全註『八代集抄』有精堂、昭和四五年二月二〇日、二三三頁。
（
18）木船重昭著『後撰和歌集全釈』笠間注釈叢刊
13、笠間書院、昭和六三・一一、 六五・一六六頁。
（
19）片桐洋一校注『後撰和歌集』新日本古典文学大系
6、岩波書店、一九九〇・四・二〇、 七六頁。
（
20）工藤重矩校注『後撰和歌 』和泉古典叢書
3、和泉書院、一九九二・九・三〇、 五三頁。
（
21）岸上慎二氏・杉谷寿郎校注『後撰和歌集』笠間叢書
12、笠間書院、昭和六三・五、 三七五頁。
（
22）山中裕氏他校注・訳 新 日本古典文学全集』
33、小学館、一九九八・三、 二三一頁。

